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① 売上伝票から出力

② 売上伝票と請求明細書から出力

※　 請求明細書のみではインボイス制度に対応できません
（消費税額の端数計算が複数回になるため）

レッツ原価管理Go!/Go2から出力する請求書でインボイス制度に対応するには、以下の二つの方法があり
ます。

売上伝票で税区分毎の消費税額の計算を適切に行い、税率や消費税額を記載した納品書を発行しま
す。その伝票番号を請求明細書に明記することで、インボイス制度に対応します。

税区分毎の消費税額の計算を適切に行い、税率や消費税額を記載した請求書を売上伝票から発行しま
す。

インボイス制度に対応した請求書を発行するには？

本マニュアルに記載した 1～４の設定・運用を行うことでインボイス制度に対応

した請求書(適格請求書)の発行を行うことができます。

売上伝票

(請求書)

〇

売上伝票
No.100

請求明細書
No.100

No.101

:＋〇

請求明細書

✕

売上伝票
No.100

売上伝票

(納品書)
No.100
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適格請求書発行事業者の登録番号を請求書に印字する必要があります。

自社情報に追加する方法と、Excelテンプレート・帳票レイアウターに追加する方法があります。

●　自社情報に追加する
台帳＞書式設定＞売上伝票(又は請求明細書)　を開き、自社情報の欄に登録番号を追加します。

●　Excelテンプレート・帳票レイアウターで追加する

▼Excelテンプレート

▼帳票レイアウター
左からLabelを選択し、空いている場所に領域を作成して登録番号を入力します。

詳しい操作方法は帳票レイアウターマニュアルまたは運用ガイドブックExcelクリエート編をご確認ください。

登録番号を出力する1

自社情報に空いている欄がない場合、Excelテンプレートや帳票レイアウターに直接記入します。
複数の帳票を使用している場合は、それぞれに追加が必要です。
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売上伝票の「商品 / 仕様 摘要」欄や「備考」欄に【軽減】などの追記を行ってください。

●　明細部に税率があるバージョンの場合

●　ヘッダー部に税率があるバージョンの場合

一つの伝票内に異なる税率が混在することはありません。
通常通り入力してください。

2

3

取引内容(軽減税率の対象品目である旨)を追加する

税率毎に区分して合計した対価の額（税抜又は税込）及び適用税率

インボイス制度のルールに従った税率毎の消費税額の計算をするため、伝票内に異なる税率を混在させないように入
力します。

税率が異なる明細は伝票を分けてください。
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レッツ原価管理Go!／Go2では、売上伝票(納品書)で端数処理を行います。

4-1.　税端数処理

●　「税端数調整」があるバージョンの場合
売上伝票登録前に「税端数調整」で端数処理を行ってください。

税端数調整を行うと、
ボタンがオレンジ色に変わります。

●　「税端数調整」がないバージョンの場合
以下のいずれかの方法で税額の調整を行ってください。

・　消費税額を自分で計算し消費税欄で調整する
・　「外税伝票計」を使用する　(この場合、工事毎の消費税額が計上されなくなります)

4-2.　税率毎の消費税額の表示　(売上伝票からの出力)

バージョンによって、使用できるオプションが異なります。
台帳＞書式設定＞売上伝票　を開き、「印刷項目」のオプションをご確認ください。

■

※ 本体金額の表示は「税抜」「税込」のどちらでもかまいません。

4 税率毎に区分した消費税額等（端数処理は一請求あたり、税率毎に１回ずつ）

インボイス制度に対応するには、税端数処理を一請求あたり税率毎に1回ずつ行い、税率毎に税額を表示する必要があ
ります。

「□税率毎の消費税額を表示する」「□税率毎の本体金額を表示する」がある場合、これらのオプションをチェック

ON(☑)にします。

税率と消費税額を出力します
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■

■

いずれの方法も、異なる税率を出力する場合に設定の変更が必要になります。

〇 書式設定の「案内文」に税率を直接記入する。

(例)　売上伝票　A4縦3段の案内文に追加

〇 帳票レイアウターやExcelテンプレートで税率を直接記入する。

(例) Excelテンプレート　A４縦1段に(10%)を追加

上記どちらのオプションもない場合、書式設定の案内文、帳票レイアウター、Excelテンプレートに税率を直接記
入して追加してください。

「□税率を印刷する」がある場合、このオプションをチェックON(☑)にします。

合計欄に税率が出力されます。

案内文に税率が出力されます。
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4-3.　関連する伝票番号の出力　(請求明細書からの出力)

注意

・

・

・

①

②

③

④

⑤

⑥

課税資産の譲渡等を行った年月日

課税資産の譲渡等に係る資産又は役務の内容（課税資産の譲渡等が軽減対象資産の譲渡等である場
合には、資産の内容及び軽減対象資産の譲渡等である旨）

課税資産の譲渡等の税抜価額又は税込価額を税率ごとに区分して合計した金額及び適用税率

税率ごとに区分した消費税額等（消費税額及び地方消費税額に相当する金額の合計額をいいます。）

書類の交付を受ける事業者の氏名又は名称

□

□

□

□ 

□

5 適格請求書　チェックリスト

インボイス制度に対応するには、請求書に以下の項目を記載する必要があります。
印刷した請求書が条件を満たしているか必ずご確認ください。

売上伝票から請求書を出力する場合は、当集計表は不要です。

適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号 □

記載事項 チェック

請求明細書のみではインボイス制度に対応した請求書を出力することはできません。
売上伝票でインボイス制度に対応した納品書の出力が必要です。

「今回御買上額」を修正すると消費税額が再計算されます。集計後の値の変更は行わないでください。

集計条件で出力形式＝明細　を指定し、対象の売上伝票の伝
票番号を出力します。
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1. (伝票の登録)

2. (請求書の発行)

売上伝票の印刷もしくは請求明細書より、請求書を発行します。

カスタマイズ版のレッツ原価管理Go!/Go2には課税事業者と免税事業者の仕入を区別する項目がありません。

会計ソフトと連動している場合は、転記後に会計ソフト側で修正を行ってください。

1. レッツ原価管理Go!/Go2と会計ソフトの科目に材料仕入(免税)等を追加します。

2. 免税事業者からの仕入は、免税用科目を使用して仕入伝票を作成します。

3. 転記後に会計ソフト側で、免税用科目の仕訳の税区分等を変更します。

適格返還請求書とは、返品や値引きによる売上の返還を行う際、適格請求書発行事業者（売手）が交付しなければなら
ない書類です。

インボイス制度開始以降の適格請求書発行事業者である課税事業者は、適格請求書の他、適格返還請求書の交付も義
務となります。

レッツ原価管理Go!/Go2で適格返還請求書を発行する場合は、適格請求書と適格返還請求書を１つの書類として交
付する方法で対応できます。

売上伝票に返品、値引き分の明細を登録します。

その際、いつの売上に対する返還か記載をします。

免税事業者からの仕入を区別するには？

適格返還請求書を発行するには？

返品分の明細行摘要に、いつ

の売上に対する返還かを記

載します
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